
before after
不揃いの形、外観 統一されたフォルム

・外観のデザインでつながりを表現

企業
職場としての機能に
より人が集まる

横に線が通るようなデザインにし、商店街の全体的なつながりを表現

▫課題

商店として機能 商店の需要がなくなる

カフェ＋本屋＋勉強スペース

もともと古本屋とカフェが隣接しており
本を読みながらコーヒーを楽しめる空間
へ。勉強すペースを設け、学生が集う。

既存

飲食店 3店舗＋住居

働く場所の提供としてレンタル店舗初期費用を抑え若者の出店サポート
2階 3階、1階の一部が住居スペースになっている。
設定例：ドリンク販売店 , レストラン , スイーツ販売店　act...

ホテル＋BAR

既存の BAR を取り囲むような空き店舗
を宿泊施設にして、BAR との共存。企
業へ遠方から訪れた方や、佐賀へ観光
に訪れた方、街に住んでる方のホカン
スなどに利用

30年前 現在

再構築するには？

広場＋ステージ＋フリースペース ギャラリー＋雑貨屋

立面図 1：300

既存
既存 既存

熱気球の人や計器類を乗せる籐で編まれたバスケット 

・商店街のサイン

佐賀インターナショナルバルーンフェスタ開催
冬になると毎朝空にバルーンが飛んでいる。
　　　　　　　　⬇
　　　　　　商店街のサイン店舗

バスケット

既存 既存 既存

既存

既存 既存 既存

佐賀県佐賀市の中心部にある白山商店街は、モータリゼーションや近隣に大形ショッピングモール建設等の様々な要因から利用者が減少し衰退している。
そこで、店舗計画、全体のデザインなど商店街の再生を提案しまいや暮らしの機能として現代の街の人々の暮らしに寄り添うような商店街の在り方を見つけ、
地域のニーズに合わせて商店街の再編を計画する。

よかとこ佐賀ん街―商店街の再生
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